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【概要】 
2021 年 3 ⽉ 26〜29 ⽇に、オンライン開催

された「⽇本薬学会 第 141 年会」に参加
し、以下の研究内容をポスター発表した。 
 
【⽬的】 

マスト細胞は⽣体内の結合組織、粘膜、⽪
膚などに広く分布する免疫細胞で、細胞膜
上の IgE 受容体 が抗原によって架橋され
ると、ヒスタミンをはじめとする様々なケ
ミカルメディエーターを分泌してⅠ型アレ 
ルギー反応を引き起こす。マスト細胞は接
着 斑 を 形 成 し て 、 細 胞 外 マ ト リ ッ ク ス
（ECM）と相互作⽤して⽣存している。
ECM の成分や弾性率は組織ごとに異なる。
しかし、ECM の弾性率がマスト細胞の機能
に及ぼす影響やその分⼦機構は ほとんど
明らかになっていない。本研究では、ポリ
アクリルアミドゲルを⽤いて弾性率の異な
る ECM を作製し、抗原刺激に伴うマスト
細胞の活性化に及ぼす弾性率の影響を明ら
かにすることを⽬的とした。 
 
【⽅法】 
マスト細胞として RBL-2H3 細胞株を⽤い

た。弾性率の異なる 3 種類のポリアクリル

アミドゲル（1 kPa、2 kPa、23 kPa）を作製
し、コラーゲンコートを施したポリアクリ
ルアミドゲル上での RBL-2H3 細胞を抗原
刺激に伴う細胞応答を測定した。 
免疫染⾊法を⽤いて、接着分⼦インテグリ

ンの抗原刺激に伴う局在変化を観察した。 
 

【結果及び考察】 
ガラス及びプラスティック上では紡錘形

になる RBL-2H3 細胞が、ポリアクリルア
ミドゲル 上では、どの弾性率においても球
形に近い形をしていた。抗原刺激に伴う細
胞内 Ca2+濃度上昇および脱顆粒は、ポリア
クリルアミドゲル上では抑制される傾向が
あることが分かった。このことから RBL-
2H3 細胞は ECM の「硬さ」を感知してお
り、ECM の弾性率の減少によって RBL-
2H3 細胞の活性化が抑制されることが⽰唆
された。接着分⼦インテグリンの局在は、
抗原刺激に伴って細胞底⾯だけでなく細胞
上部にも分布することが確認された。 
今後、ポリアクリルアミドゲル上でのマス

ト細胞の活性化機構を、接着分⼦や細胞⾻
格タンパク質に着⽬して明らかにしていき
たい。
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